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　　　　　　　　　　平成２１年度　第１回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●色々などうぶつと出会ってしゃべったりしているのがたのしそうだった。
●黒ねこさんの，ロシアンティーやミルクティーがすごくのみたくなりました。

●まりこのおばあちゃんのすてきな庭でのいろいろな動物とのこうりゅうがおもしろかったです。
●話の内容が分かりやすくて読みやすかったし，出てくるどうぶつがカワイイ！。
●なんだかよんでいるうちにやさしい気持ちになったりします。
●最初のおばあちゃんが死んでしまうところは悲しかったけど，と中からとても楽しい
　　　　　　　　　　　　　　気持ちで読めた。
●動物としゃべれて，いいと思ったし，ねことお茶がのめてすごいと思った。
●もっと話が続いてくれれば，もっと良かったです。


●いろんな妖怪ができておもしろかった。いろいろな人にすすめてみたい。
●みゆきが必死でアヤカシ森を守ろうとする感じが良かった。
●みゆきとナギタとたくさんのアヤカシ達とあと少しの所で失敗してしまったけれど，最後まで協力しあえてすごいと思いました。
●友情や風などのかんきょうについて考えることができた。
●私も友達と協力していきたいと思った。

●この本をよんで，いつも他の角度から物を見られるようになりたいと思った。
●自分のクラスにも障がいのある子がいるので，この本を読んで，カオリたちみたいにやさしく接してあげたいと思った。
●妹と姉の性格がはんたいになっていておもしろかったです。
●小学5年生でこんな旅行（ピクニック）をしようという発想がすごいと思いました。
●るきちゃんの，はじめてあった人とすぐに仲良くなれるところがいいと思いました。
●なんとなく内ようがゴチャゴチャしていたようなきがします。


●この作品はとてもおもしろく登場人物一人一人にこせいがあっておもしろかったです。
●三角波によって落ちてしまったコロを父さんと洋が必死で助けようとしている姿がすこしどきどきしたけどおもしろかったです。
●少し読むのが大変だったけど，ぜひ友達にススメたい。
●つらいことがあっても，気にしないで，乗りこえてゆく，洋がすごいと思いました。

●この本は，読み終わってもくうそうでつづきそうな感じがする。

●最後のタイつりの時も，実際にはやっていないのにこちらまで，ドキドキしてきました。
《今月選ばれた本》


「黒ねこ亭でお茶を」


長井理佳／作（岩崎書店）








「アヤカシ森からSOS」


白金ゆみこ／作　（あかね書房）





「シャトルバスにのって」


飯田朋子／作　（新日本出版社）





「走れＵＭＩ」


篠原勝之／作　（講談社）
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